
1. 教育マネジメント機構運営会議開催記録－2022(令和４)年度－

令和４年４月１４日 第１回運営会議 

令和４年５月１２日 第２回運営会議 

令和４年６月９日 第３回運営会議 

令和４年７月１４日 第４回運営会議 

令和４年８月４日 第５回運営会議 

令和４年９月８日 第６回運営会議 

令和４年１０月２５日 第７回運営会議 

令和４年１１月１５日 第８回運営会議 

令和４年１２月２０日 第９回運営会議 

令和５年１月１７日 第１０回運営会議 

令和５年２月２８日 第１１回運営会議 

令和５年３月２８日 第１２回運営会議 

2. 教育マネジメント機構関係規則

大分大学教育マネジメント機構規程
令和３年２月２２日制定 
令 和 ３ 年 規 程 第 ３ 号 

（趣旨） 
第１条 この規程は，大分大学学則（平成１６年規則第８号）第５条の２第２項の規定により，大分大学（以
下「本学」という。）が提供する教育プログラムを継続的かつ俯瞰的にモニタリングし，教育目標を達成す
るための改善及び向上を促す包括的・体系的取組を主導するために設置する大分大学教育マネジメント機
構（以下「機構」という。）の組織及び運営に関し，必要な事項を定める。 

（業務） 
第２条 機構は，次の各号に掲げる業務を行う。 
（１） 学位プログラムに関すること。
（２） 教育の質保証及び学生の学修成果等の把握に関すること。
（３） 学生の受入支援に関すること。
（４） 教養教育及び教職科目に関すること。
（５） 地域連携及び大学開放に関すること。
（６） 修学支援，課外活動支援及び就職支援に関すること。
（７） 国際的な人材の育成，留学生支援（受入れ及び派遣を含む。）及び地域の国際化支援に関するこ

と。
（８） ＳＴＥＡＭ教育に関すること。
（９） その他本学の教育マネジメントに関し必要な事項

 （構成） 
第３条 機構は，次の各号に掲げる者をもって構成する。 
（１） 機構長
（２） 副機構長
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（３） 主担当の教員
（４） 兼担の教員
（５） その他機構長が必要と認める者

（機構長） 
第４条 機構長は，センターの業務を掌理する。 
２ 機構長は，学長が指名する理事をもって充てる。 

（副機構長） 
第５条 副機構長は，機構長を補佐し，機構長が欠けたとき，又は事故があるときは，その職務を代行する。 
２ 副機構長は，学長が指名する学長特命補佐をもって充てる。 

（主担当及び兼担の教員） 
第６条 主担当及び兼担の教員は，機構の業務を行う。 
２ 主担当及び兼担の教員の選考は，国立大学法人大分大学教員選考規程（平成１６年規程第４８号）に基
づき，学長が行う。 

（組織） 
第７条 機構に，第２条各号に掲げる業務を行うため，次の各号に掲げるセンター等を置く。 
（１） 教学マネジメント室
（２） アドミッションセンター
（３） 基盤教育センター
（４） 学生支援センター
（５） 国際教育推進センター
（６） ＳＴＥＡＭ教育推進センター

２ 前項各号のセンター等に関し必要な事項は，別に定める。 

（運営会議） 
第８条 機構の管理及び運営に関する事項を審議するため，大分大学教育マネジメント機構運営会議（以下
「運営会議」という。）を置く。 

２ 運営会議に関し必要な事項は，別に定める。 

（事務） 
第９条 機構の事務は，学生支援部教育支援課において処理する。 

（雑則） 
第１０条 この規程に定めるもののほか，機構の組織及び運営に関し必要な事項は，別に定める。 

附 則 
１ この規程は，令和３年３月１日から施行する。 
２ 大分大学全学教育機構規程（平成２０年規程第９号），大分大学アドミッションセンター規程（平成３０
年規程第２７号）及び大分大学高等教育開発センター規程（平成２０年規程第８号）は，廃止する。 

附 則（令和３年教育マネジメント機構規程第１号） 
この規程は，令和３年１０月１日から施行する。 

附 則（令和５年教育マネジメント機構規程第１号） 
この規程は，令和５年４月１日から施行する。 
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3. 教育マネジメント機構・関係委員会委員名簿－2022(令和４)年度－

教育マネジメント機構運営会議 
氏名 職名 

委員長 藤井 弘也 教育マネジメント機構長・理事（教育，入試，学生・留学生支援担当） 

委員 中島 誠 教育マネジメント副機構長・教学マネジメント室長 

委員 松田 聡 アドミッションセンター長

委員 上白木 悦子 基盤教育センター長 

委員 小笠原 悟 学生支援センター長 

委員 下田 憲雄 国際教育推進センター長 

委員 牧野 治敏 教学マネジメント室 教授 

委員 鈴木 雄清 教学マネジメント室 准教授 

委員 堺 完 教学マネジメント室 講師・アドミッションセンター 講師 

委員 家本 宣幸 アドミッションセンター 特任教授

委員 穴井 孝義 アドミッションセンター 特任教授

委員 岡田 正彦 基盤教育センター 教授 

委員 正木 遥香 学生支援センター 講師 

委員 南里 敬三 国際教育推進センター 教授 

委員 長池 一美 国際教育推進センター 教授 

委員 坂井 美恵子 国際教育推進センター 教授 

委員 ブルカート 香織 国際教育推進センター 准教授 

委員 西島 順子 国際教育推進センター 講師 

委員 佐藤 貴大 学生支援部長 

委員 髙橋 かおり 学生支援部 教育支援課長 

委員 山口 誠 学生支援部 学生・留学生支援課長 

委員 今村 正明 学生支援部 キャリア支援室長 

委員 岩瀬 辰彦 学生支援部 入試課長 
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